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· 大会名：第20回日本トライアスロン選手権東京港大会

· 遠征期間：10月25日(土)‐10月26日(日)　

· 開催日時：平成26年10月26日(日)　男子11：00分スタート

· 開催場所：東京都お台場海浜公園周辺

· 気象条件：気温23℃　水温20.0度(ウェットスーツ着用不可)　晴れ

· 競技距離：S1.5km(750m×2) 　B40km(5km×8)　R10km(2.5km×4)

· 参加人数：66名

· 大会成績：

優勝　田山　寛豪　1時間48分43秒

　　　　　　

45位　岩本　敏　2時間00分11秒 S19分34秒(32)　B58分22秒(43)

　　　　　　　　　　　　　　　　　R40分08秒(47)

大会感想

10月26日に東京都お台場で行われた第20回日本トライアスロン選手権　東京港大会に中国ブロック代表として参加させて頂きました。

初の日本選手権で不安もありましたが、大会までにしっかりと練習を積むことができ、自信を持ってスタートラインに立つことができました。

また、チームエフォーツジュニアとしての集大成のレースを

日本最高峰の舞台で戦えたことをとても幸せに思います。　

大会当日の水温は20℃と、低い中でのスタートでした。

スタート位置は真ん中辺りの好位置を選ぶことができました。

スイムスタート直後、バトルにあまり巻き込まれることなく先頭集団を追いましたが、第一ブイでのバトルは激しく、徐々に差は開いていきました。

しかし、以前ならバトルに負けて潰されていましたが、今回は対策として

キックの強化をしたことで、集団の中でも安定して泳ぐことができました。

スイムを32位で上がり、数名の選手と共にバイクをスタートしました。

　途中で選手を吸収しながら、段々と大きな集団になっていきました。

　集団の中では、とにかく積極的にローテーションに加わり前を追いました。バイクには自信を持っていましたが、日本選手権のペースは速く、

　バイクが終了する時には足を使い果たした状態でした。

　ランニングでは練習不足もあり、思うように体が動きませんでしたが、

ゴールするまでとにかく無我夢中で走りました。

　ゴールした後は、頭が真っ白になり、何も考えることができませんでした。

　２時間がとても短く、あっという間に終わりました。

　順位はよくありませんでしたが、自分の全力を出し切れた

　悔いのないレースをすることができました。

　レース中は、工監督、千絵コーチ、父やたくさんの方々の応援が聞こえました。応援がとても大きな力に変わり、ゴールするまで支えて下さいました。

　本当にありがとうございました。

　

　日本選手権に挑戦するにあたり、サポートして頂いた工監督や父、

　また、応援して下さったたくさんの方々、支えて下さった方々、本当にありがとうございました。

　たくさんの方の支援があってこそ競技を続けることができます。

　

　チームエフォーツに所属して6年目。

　初めの頃は、全国でとても戦えるようなレベルではありませんでした。

　しかし、工監督や千絵コーチのご指導のお陰で、ここまで

　成長できました。

　また、たくさんの出会いがあったからこそ、この舞台に立てました。

　チームエフォーツでは、競技だけではなく、人間として大切なことを

　たくさん学ばせて頂きました。

　チームに所属できて、本当に幸せで、毎日を大好きなトライアスロンと共に

　すごすことができました。

　チームエフォーツに所属するのも後数ヶ月になりましたが、

　多くのことを吸収していきたいと思います。

　この舞台をスタートラインとして、これからも頑張ります。

　

